
 

 

  

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

がくいんふくいんか 

27 か 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

の日
ひ

）のために、 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげみことばを 

私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

 
  

神
かみ

は霊
れい

ですから、神
かみ

を礼拝
れいはい

する者
もの

は、霊
れい

とまことによって 

礼拝
れいはい

しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に必要
ひつよう

なものを準備
じゅんび

できたかチェックするのに使
つか

ってください 
 

聖書
せいしょ

    献金
けんきん

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 週 報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 
       タイトル 

 

       聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

サミットの道
みち

 - タラントのはじまり 

 

創世
そうせい

記
き

1:27～28  神
かみ

は人
ひと

をご自
じ

身
しん

のかたちとして創造
そうぞう

された。神
かみ

のかたちとして彼
かれ

を創造
そうぞう

し、 男
おとこ

と 女
おんな

とに彼
かれ

らを創造
そうぞう

された。神
かみ

は彼
かれ

らを 祝
しゅく

福
ふく

された。神
かみ

は彼
かれ

らに仰
おお

せられた。「生
う

めよ。ふえよ。地
ち

を満
み

たせ。

地
ち

を 従
したが

えよ。海
うみ

の魚
うお

、空
そら

の鳥
とり

、地
ち

をはうすべての生
い

き物
もの

を支
し

配
はい

せよ。」 

 

 

1.神様
かみさま

は天
てん

と地
ち

をみことばによって創造
そうぞう

されました（創 1:1～14） 

1）神様
かみさま

は創造主
そうぞうしゅ

です 

2）みことばによって天
てん

と地
ち

を創造
そうぞう

されました 

3）最初
さいしょ

に光
ひかり

を創造
そうぞう

されました 

 

2.神様
かみさま

は人
ひと

を創造
そうぞう

されました（創 1:27～28） 

1）神様
かみさま

のかたちとして人
ひと

を創造
そうぞう

されました  

2）万物
ばんぶつ

を征服
せいふく

して支
し

配
はい

する祝
しゅく

福
ふく

を与
あた

えられました 

 

3.神様
かみさま

はエデンに園
その

を造
つく

って人
ひと

を置
お

かれました（創 2:1～18） 

1）エデンに園
その

を設
もう

けられ、主
しゅ

が造
つく

られた人
ひと

をそこに住
す

むようにされました 

2）神様
かみさま

が人
ひと

のために家
か

庭
てい

を設
もう

けられました 

3）アダムのために女
おんな

を造
つく

られ、ふさわしい助
たす

け手
て

になるようにされました 



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくいんふくいんか 

28 か 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

の日
ひ

）のために、 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげみことばを 

私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

 
  

神
かみ

は霊
れい

ですから、神
かみ

を礼拝
れいはい

する者
もの

は、霊
れい

とまことによって 

礼拝
れいはい

しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に必要
ひつよう

なものを準備
じゅんび

できたかチェックするのに使
つか

ってください 
 

聖書
せいしょ

    献金
けんきん

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 週 報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 
       タイトル 

 

       聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

サミットの道
みち

 - タラントの流
なが

れ 

 

使徒
し と

19:8～10 それから、パウロは会堂
かいどう

に入
はい

って、三
さん

か月
げつ

の間
あいだ

大胆
だいたん

に語
かた

り、神
かみ

の国
くに

について

論
ろん

じて、彼
かれ

らを説得
せっとく

しようと努
つと

めた。しかし、ある者
もの

たちが心
こころ

をかたくなにして聞
き

き入
い

れ

ず、会
かい

衆
しゅう

の前
まえ

で、この道
みち

をののしったので、パウロは彼
かれ

らから身
み

を引
ひ

き、弟子
で し

たちをも退
ひ

か

せて、毎日
まいにち

ツラノの講堂
こうどう

で論
ろん

じた。これが二
に

年
ねん

の間
あいだ

続
つづ

いたので、アジヤに住
す

む者
もの

はみな、ユ

ダヤ人
じん

もギリシヤ人
じん

も主
しゅ

のことばを聞
き

いた。 

 

1.神様
かみさま

は福音
ふくいん

が失
うしな

われるたびに回復
かいふく

させる働
はたら

きを行
おこな

われました 

1）女
おんな

の子孫
し そ ん

（創 3:15） 

2）箱舟
はこぶね

（創 6:14）  

3）犠
ぎ

牲
せい

のいけにえ（出 3:18） 

4）インマヌエル（イザ 7:14） 

5）マタイ 16:16 のキリスト 

 

2. 強
きょう

大国
だいこく

との戦争
せんそう

の危機
き き

の中
なか

で契約
けいやく

を握
にぎ

った者
もの

が起
お

きました 

1）創 45:1～5、出 3:18～20 

2）Ⅰサムエル 3:19、7:1～15、17:1～47 

3）Ⅰ列王 19:1～21、Ⅱ列王 6:8～24 

4）イザヤ 6:13、60:1～22、62:6～12 

5）使徒 17:1、18:4、19:8 

 

3.世
せ

界
かい

福音
ふくいん

化
か

の契約
けいやく

を成
な

し遂
と

げるようにされました 

1）奴
ど

隷
れい

になって 

2）捕
ほ

虜
りょ

になって 

3）属国
ぞっこく

になって 



 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくいんふくいんか 

29 か 
聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

の日
ひ

）のために、 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげみことばを 

私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

 
  

神
かみ

は霊
れい

ですから、神
かみ

を礼拝
れいはい

する者
もの

は、霊
れい

とまことによって 

礼拝
れいはい

しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に必要
ひつよう

なものを準備
じゅんび

できたかチェックするのに使
つか

ってください 
 

聖書
せいしょ

    献金
けんきん

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 週 報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 
       タイトル 

 

       聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

サミットの道
みち

 - タラントの発見
はっけん

 

 

使徒
し と

2:1～4 五旬節
ごしゅんせつ

の日
ひ

になって、みなが一
ひと

つ 所
ところ

に集
あつ

まっていた。すると突然
とつぜん

、天
てん

から、激
はげ

しい風
かぜ

が吹
ふ

いて

来
く

るような響
ひび

きが起
お

こり、彼
かれ

らのいた家
いえ

全体
ぜんたい

に響
ひび

き渡
わた

った。また、 炎
ほのお

のような分
わ

かれた舌
した

が現
あら

われて、ひとり

ひとりの上
うえ

にとどまった。すると、みなが聖霊
せいれい

に満
み

たされ、御霊
みたま

が話
はな

させてくださるとおりに、他国
たこく

のことばで

話
はな

しだした。（1～4） 

 

1.天
てん

から臨
のぞ

む力
ちから

を受
う

けなければなりません（使 2:1～4） 

1）過越祭
すぎこしさい

 

2）五
ご

旬
じゅん

節
せつ

 

3）収
しゅう

穫
かく

祭
さい

 

 

2.礼拝
れいはい

の時
じ

間
かん

に与
あた

えられたみことばの流
なが

れについて行
い

けばよいです（使 2:14～21） 

1）講壇
こうだん

メッセージ 

2）全体
ぜんたい

メッセージ 

3）現
げん

場
ば

メッセージ 

 

3.みことばを握
にぎ

って祈
いの

るときに答
こた

えられます（使 2:42～47） 

1）感謝
かんしゃ

 

2）流
なが

れ 

3）集 中
しゅうちゅう

 

4）いやし 

5）未
み

来
らい

 



 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくいんふくいんか 

30 か 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

の日
ひ

）のために、 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげみことばを 

私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

することまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

   

神
かみ

は霊
れい

ですから、神
かみ

を礼拝
れいはい

する者
もの

は、霊
れい

とまことによって 

礼拝
れいはい

しなければなりません。（ヨハネ 4:24） 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に必要
ひつよう

なものを準備
じゅんび

できたかチェックするのに使
つか

ってください 
 

聖書
せいしょ

    献金
けんきん

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 週 報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 
 
       タイトル 

 

       聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週
こんしゅう

握
にぎ

るみことば          今 週
こんしゅう

の祈
いの

りの課題
か だ い

 

にちよう 

じゅんび 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

サミットの道
みち

 - タラントの内容
ないよう

 

 

 

使徒
し と

1:1～8  テオピロよ。 私
わたし

は前
まえ

の書
しょ

で、イエスが行
おこ

ない始
はじ

め、教
おし

え始
はじ

められたすべてのことについて書
か

き、（1）イエスは苦
くる

しみを受
う

けた後
のち

、四
よん

十
じゅう

日
にち

の 間
あいだ

、彼
かれ

らに現
あら

われて、神
かみ

の国
くに

のことを語
かた

り、数多
かずおお

くの確
たし

か

な 証
しょう

拠
こ

をもって、ご自
じ

分
ぶん

が生
い

きていることを使徒
し と

たちに示
しめ

された。（3）しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、あなたがたは 力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全
ぜん

土
ど

、および地
ち

の果
は

てに

まで、わたしの 証
しょう

人
にん

となります。（8） 

 

1.ただキリストの中
なか

にすべてがあります（使 1:1） 

1）キリスト 

2）身
み

分
ぶん

、権
けん

威
い

 

3）ただの発見
はっけん

 

 

2.ただになると唯一性
ゆいいつせい

が見
み

えます（使 1:3） 

1）神
かみ

の国
くに

 

2）現
げん

場
ば

 

3）ただの待
ま

つこと 

 

3.ただになると再創造
さいそうぞう

の座
ざ

に立
た

ちます（使 1:8） 

1）聖霊
せいれい

の働
はたら

き 

2）力
ちから

、証拠
しょうこ

、証
しょう

人
にん

 

3）ただの挑
ちょう

戦
せん

 


